
GB TUBENISSEI HIFLONHIFLON

Gas Barrier tube

(特徴)
● 用途に応じた適切なバリアチューブを提案可能
● 優れたガスバリア性や柔軟性を持つ様々な種類をラインナップ
● 耐薬品性と薬液バリア性を併せ持つ

ラインナップ
半導体液送用有機EL用用途

高バリアPFA高バリアふっ素内層
構造 EVOH中間層

高バリアふっ素ナイロン外層

特徴

高バリアチューブバリアチューブPFAチューブ
（比較）製品

イメージ図

構造 高バリアふっ素ETFE
PFA

内層

EVOH中間層
ナイロン ナイロン外層

0.15.010.0酸素(80℃)※

8970055水蒸気(80℃)※

※ 単位：×10-10cm3・cm/cm2・sec・cmHg

ガスバリア性（有機EL用）
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※ 単位：×10-10cm3・cm/cm2・sec・cmHg

高バリアチューブバリアチューブPFAチューブ
（比較）製品

イメージ図

構造
高バリアPFA

高バリアPFAPFA
内層

高バリアふっ素外層

0.30.51.0窒素(25℃)※

1.11.22.5酸素(25℃)※

223555水蒸気(80℃)※

ガスバリア性（半導体液送用）

※ 単位：×10-10cm3・cm/cm2・sec・cmHg

要求に合わせて構造の設計が可能です。問い合わせください。

塩酸の透過量評価

60%低減


